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6 24．2（213一 7．5（　U91．5（馳．曾）一 噌．8（－6。．6）
7 4．9（3・4一　1．0（　4．772．9（曾5．o一 6‘．9←96．3）





一 〇．9（θ．。 一 lo7．1（－loo．7lo2．2（r8．4）4．O（2．4r
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? O特〉 Q瓜dv3t Q・F
1 一 〇．2 7．9 一 8」
2 一 〇ユ 9．2 一 94
3 2．9 lL9一 8．9
4 一 〇」 曾．5 一 8．6
5 2．8 lo．9 一 曾」
6 4．9 lg．曾 一 14．9
7 3．2 20．2一 17、o
e 一 6．o ｛7．8 一 コ3，曾
9 一 2．5 20．9一 233
10 一 2．9 9．7 一 12．6?
一 1．4 132一 1％
12
一B 4．o 一 5．3






7 0．！ u．2 一 い」
8 o．△ lo．6 一 lo．6
9 o．2 14．9 一 14．7
10 o．1 123一 12．3? B 12．4一 1口12 0．9 5．o 一　4．1
1 一 〇．9 to．6 一 ll．4?
o．4 16．3 一 15．9
3 一 〇5 14㌧5 ～ 1ち．o4 o．2 1し6 一 比4?
一 〇、6 17．o 一 17．56
一 〇．6 12．8 一 13．4
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48
　　　極域厳冬期く於ける急速海氷生産過程（］V）
　　　　　　　　氷晶生成にイ半うブ’‘ライン才非2ムー一
　　　　牛尾収輝・莞工正暁＊（北大低茄研／槻ワシントンぱ海詳糊う
．はじめK　　　　　　　　　　　　　　　し匂・七、そθ庚動ぺ多ンo・ら、海水は十分，灘されなが
、厳冬期の4垂域海洋にふ・て．強風で維持されら高堵畝札して砺たこヒがわひる．これに対して風
でく氷野内開ア｝く面（ホ゜リニア）1コ海氷の高蟻域　　上でオ長状氷〔skee七iCe）ヒして放：長しマいる夜負域では
となう．この海ラ陛底過程が嫡や海洋に及幽コピ離碗化銀ず塩頒動く乱蝋
ばす影塾解明砲・猷煙フ購ε夙・・衣低劉て・・る．こ川辮面柏：紅して鰍フ％ンボ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉ガー樋をあヨリ拡散也マ’k通遍Lしで《味あ曙鍵内実験を行な。ている冷回1話rロzi賑巳
（氷晶）の生厳によ．欄肱さ袖フ’ラ仁優温肪れろ．従・て．灘・度令・コ）郎のξW｛脈・
畠齢水）に注目け調べた結駐報告寸る．廠繊K比べて小知じ・・んる．諏閑水面品
　．　・・一インオ戸　　　、穆　　　　　　　　　　　　　　でに工ほ乙んピ’塩翼分1ユ変わつていない．こ↓へらのこLlコ
　ラ毎フ｝くカ、ら刻く々ぐ生戒されろ時、そ4、司凪にプラィン　ラし・ハブゴ｝一レン法1てよる縫縞艮とノ合う．こグ、ように
封非歩可る．二のプ列ンは高藍度であるたぬ対」鳥風で維符さ侭bゐ開水面て和する急速臼麺氷生産
を引き起こしなボら下の南水乏畠塩分イししていく．　過程でぱ商水中に多量の塩々湖徽れ．対琉ヵ唖
本研究タ係の開水面1ておけるブラインお眩の様舌をん1てな1λさ版風の嫌切ロわ1λ萄水バ効孝良ぐ議
シュリーレン膓宏で・糠してて。ヌ莫～｝てさらさ｝ぺ7く房n緬タイヒ》さ4ぺてレ・〈。
て鳳5r姻ねc巳ボ賊され、ブラインガ剛法さ｛ぺ4☆α誠ic巳蛋籟　に古哨“ライ謝ヒ志
ぷかも柚・わらずその掲で語でるこ泊く攻風rの5励九・蓄積脅の燭疏母海・kより・
送ラ礼によってラkじ乙・しrこ風千へ輸幽払る。そしヤヤ高虚分の海フ｝くで占⑦られ1㌧・る．この層に古いて
て風ト畑城蝋た輪品c遣積秘縁で㌧夕k一秀水齢物・鋤K・泌撤してそ拒淑
輸送さ照きτづラインは固囲嚇フkと混冷しなの鋤5，5w瀕腹し貢・図2【話脈」うKSwは
がら鳥激K劾してい六．ヨたぎmzi如c己蓄稽層　あ51庚オじゼ牢5は堤茅は減少し衣。これば層内謹、・
べし、わウくりじフ“ラィンヵペラ鳥下していTて．このブラィン　　瑳｝7K（Sw）をラ気下させなボら煎教のSぬz㍑lc巳々、ミ培力1ミ
嚇漬ち切ら力捌・フつイ琳母海水じ齢よ・て綴化して紗障a・㊨累的魂大しT・岬
してでき1晶勧水端え蝋る．此∧ような嚇、釈油痴．こ耐なブラィン荊権過程は6蘭』i・誌
から，ブラィン排幽てよる千元毎水の畠鹸イUコ多量に含古遍氷の鋤痴布ヤ紡晶橘造ノ弍影
開水面で生歳さ嫌伝・i』i。・が風汗薦勘鴎斑シているじ翫らKる・
領域で顕1てrJるこヒバ推則されξ）。
3．＝フの対烹ラ齢鴎塩化
　フ“ライン弱旨鉱によって千σ）海7Kが～ゴ（ハよう｜滴
塩分イ巳鰍るカ・を調ぺ祉鄭勇電率計梱い
て塩痂飽糸先剰定し貢。図fにその結果を示寸。
5rαzi』ic巳蓄穣昏で才目対的に高鋤L臼？女。
〉?????
　　　　　　　　　　く　ゴ　　　　
図1．水槽下層の塩分変動．
33
　ヨ　
ヌ31?
トヨむ?
弍29
の
　28
　　27
　　　　　　TIME（X103　sec．）
図2．8噺恥巳齢塩飢純氷率の変化．
∫w・層嫡・k唾・塩允5：鵠評瑚碗
a：翻の純氷率械編コ母海水の塩分．
⌒?）02
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